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二
〇
二
三
年
八
月
十
一
日

ヤ
マ
ト
平
民
会
議

山
田

学

⡋

·
ͳ
Ϳ

※
本
書
面
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
に
、
公
開
し
た
、〈
地
球
人
の
規
範
へ
〉
を
、

改
題
し
、
更
新
し
ま
し
た
。

諸
民
族
の
調
和
へ
、
そ
れ
を
仲
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
日
本
民
族
。
お
肚
の

ͳ
͔

底
か
ら
の
、
声
と
す
る
た
め
、
旧
か
な
に
て
、
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
へ
て
、
民
間

(

諸
国
家
の
外)

か
ら

日
本
国
は
、
統
治

(

外
交
・
通
商
貿
易
・
金
融
政
策
・
軍
事
・
治
安
警
察)

の
、
自
立
と
強
化

が
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

ま
づ
は
、
そ
れ
を
確
認
し
つ
つ
も
、
あ
へ
て
、
民
間

(
諸
国
家
の
外)

か
ら
、〈
地
球
公
会
〉
も
、

創
つ
て
ゆ
く
。
す
な
は
ち
、
地
球
公
会
へ
の
規
範

(

案)
を
、
提
唱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ダ
ヴ
ォ
ス
会
議
主
催
の
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
よ
る
、
い
び
つ
な
地
球
統
制
を
、
克

服
し
て
ま
ゐ
り
ま
す
。

議
会
制
民
主
主
義
の
、
国
民
国
家
も
含
め
、
国
家
は
本
来
、
諸
部
族
の
闘
争
、
諸
民
族
の
闘
争

を
、
調
整
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。
次
に
、
資
産
階
級
の
闘
争
を
、
調
整
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。

つ
ま
り
は
、
残
念
な
が
ら
、
闘
争
の
存
在
が
、
前
提
と
な
つ
て
ゐ
る
、
組
織
で
す
。

闘
争
か
ら
、
調
和
へ
。

諸
民
族
調
和
と
、
資
産
循
環
。
民
間
か
ら
の
、
こ
れ
ら
へ
の
、
規
範
が
、
地
球
公
会
へ
の
規
範

で
す
。
民
間
か
ら
こ
そ
の
、〈
ま
う
ひ
と
つ
の
公
共
〉
な
の
で
す
。

つ
ま
り
は
、
こ
の
数
千
年
間
の
、
諸
国
家
と
い
ふ
規
範
か
ら
は
、
無
理
な
く
、
無
駄
な
く
、
解
脱

͛

ͩ

ͭ

し
て
ま
ゐ
り
ま
す
。
情
念
融
和
の
た
め
で
す
。

既
成
の
国
家
や
政
治
、
そ
れ
ら
を
、
し
だ
い
し
だ
い
に
、
後
述
す
る

学
問
発
達
体
へ

(

思
考
統
合
の
面
に
て)

生
産
調
和
体
へ

(

生
体
協
力
の
面
に
て)

道
徳
共
同
体
へ

(

情
感
安
定
の
面
に
て)

民
衆
通
信
へ

(

情
念
融
和
の
面
に
て)

止
揚
し
て
ま
ゐ
り
ま
す
。
す
な
は
ち
、
既
成
の
国
家
や
政
治
か
ら
、
継
ぐ
べ
き
内
容
は
、
保
存
し
、

͠



͏

と
と
も
に
、
問
題
な
形
式
は
、
否
定
い
た
し
ま
す
。

さ
う
し
て
、
政
治
解
消
世
論
を
、
結
集
し
て
い
き
あ
ひ
ま
す
。

根
源
か
ら
の
、
言
論
で
す
。

革
命
で
な
く
、
次
の
社
会
を
、
新
設
い
た
し
ま
す
。

山
田

学
は
、
地
球
公
会
へ
の
道
を
、
信
仰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
「
あ
の
世
」
や
、
特
定
人
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格
へ
の
、
信
仰
で
な
く
、
未
来
の
現
実
の
人
民
ら
へ
の
、
信
仰
で
す
。

諸
国
家
の
政
治
に
は
、
統
治
と
行
政
が
、
あ
り
ま
す
。
外
交
・
通
商
貿
易
・
金
融
政
策
・
軍
事

・
治
安
警
察
と
い
ふ
統
治
と
、
そ
れ
以
外
の
政
治
で
あ
る
行
政
が
、
あ
り
ま
す
。
地
球
公
会
へ
の

道
は
、
ま
づ
、
行
政
を
止
揚
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
終
は
、
統
治
も
止
揚
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
地
球
公
会

(

前
身)

と
、
そ
の
う
ち
に
、
各
種
の
協
会
と
、
個
々
人

が
、
あ
り
ま
す
。

公
会

(

前
身)
の
資
産
と
記
録

協
会
の
資
産
と
記
録

個
人
の
資
産
と
記
録

が
あ
り
ま
す
。
公
会

(

前
身)

の
そ
れ
ら
や
、
協
会
の
そ
れ
ら
を
、
協
同
運
営
し
ま
す
。

協
会
に
は
、
公
的
な
協
会
と
、
私
的
な
協
会
が
、
あ
り
ま
す
。

公
的
な
協
会
は
、
学
問
協
会
、
生
産
協
会
、
道
徳
協
会
、
政
治
解
消
協
会
。

私
的
な
協
会
は
、
家
庭
、
同
好
会
、
職
場
。

地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
学
問
指
導
部
、
生
産
指
導
部
、
道
徳
指
導
部
、
政
治
解
消
指
導
部
が
、

公
的
な
協
会
の
、
そ
れ
ぞ
れ
を
、
思
索
先
導
し
ま
す
。
思
索
先
導
に
、
自
由
な
、
質
問
と
意
見
と

修
正
案
を
、
調
和
さ
せ
ま
す
。
次
の
社
会
へ
の
、
思
索
報
道
で
す
。

地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
民
衆
指
導
部
が
、
公
的
な
協
会
の
、
す
べ
て
を
、
情
念
先
導
し
ま
す
。

情
念
先
導
に
、
自
由
な
、
反
発
を
、
調
和
さ
せ
ま
す
。
次
の
社
会
へ
の
、
情
念
報
道
で
す
。

学
問
を
発
達
さ
せ
あ
ふ

既
成
の
国
家
や
政
治
の
止
揚
は
、
ま
づ
、
思
考
統
合
の
面
に
て
、
学
問
発
達
体
へ
、
で
す
。

と
も
か
く
も
、〈
眞
智
〉
、
す
な
は
ち
、
健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
が
、
望
ま
れ
ま
す
。〈
邪
智
〉
、

す
な
は
ち
、
病
的
戦
争
な
、
架
空
の
認
識
は
、
ま
う
、
た
く
さ
ん
で
す
。

こ
の
数
千
年
間
は
、
ど
の
国
家
に
限
ら
ず
、
指
導
者
や
運
営
者
と
、
民
衆
が
、
実
は
、〈
邪
智
〉

に
て
、
と
り
つ
く
ろ
ひ
あ
ふ
関
係
、
な
の
で
し
た
。
今
も
、
「
科
学
と
民
主
主
義
の
時
代
」
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
か
へ
つ
て
、
虚
偽
情
報
を
、
意
図
的
に
流
通
さ
せ
る
、
情
報
戦
が
、
蔓
延
し
て
ゐ
る

の
で
す
。

地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
ま
づ
、
日
本
社
会
の
民
間
か
ら
、
縄
文
人
の
、
ま
だ
戦
争
も
知
ら
な

い
、
純
情
さ
を
、
復
興
し
ま
す
。
〈
邪
智
〉
か
ら
解
脱
し
、
公
会

(

前
身)

指
導
部
に
て
も
、
公
的

協
会
運
営
部
に
て
も
、
私
的
協
会
に
て
も
、
個
人
に
て
も
、
〈
眞
智
〉
を
、
追
究
し
あ
ひ
ま
す
。
さ

う
で
な
い
限
り
、
指
導
者
や
運
営
者
と
、
民
衆
が
、
調
和
し
ま
せ
ん
。
地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、

人
間
は
、
〈
眞
智
〉
の
前
に
、
平
等
な
の
で
す
。

世
界
は
、
あ
る
い
は
、
世
界
の
諸
分
野
は
、
現
象
と
構
造
と
本
質
の
統
一
、
で
す
。
人
民
ひ
と

り
ひ
と
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
や
生
産
、
か
ら
、
現
象
の
認
識
や
、
構
造
の
認

識
や
、
本
質
の
認
識
が
、
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
、
〈
眞
智
〉(

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識)

、
ま

さ
に
こ
の
立
場
か
ら
、
自
覚
的
に
、
組
織
し
て
い
き
あ
ふ
。
つ
ま
り
は
、
人
民
参
画
に
て
、〈
眞
智
〉

地球公会への道 2／6
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の
学
問
を
、
発
達
さ
せ
あ
ふ
。
地
球
公
会
へ
の
道
は
、
思
考
統
合
の
面
に
て
、
学
問
発
達
体
へ
、

で
す
。

民
衆
は
、
比
較
と
し
て
、
現
象
の
認
識
が
、
強
い
。
運
営
者
や
指
導
者
は
、
比
較
と
し
て
、
構

造
の
認
識
や
、
本
質
の
認
識
が
、
強
い
。
さ
う
い
ふ
、
役
割
分
担
と
し
て
の
、
社
会
組
織
論
な
の

で
す
。

世
界
の
現
実
を
反
映
し
て
ゐ
る
認
識
、
そ
れ
が
、
現
実
の
認
識
で
す
。
世
界
の
現
実
を
反
映
し

て
ゐ
な
い
認
識
、
そ
れ
が
、
架
空
の
認
識
で
す
。
た
だ
し
、
人
間
の
健
康
平
和
に
と
り
、
そ
れ
が

架
空
の
認
識
で
あ
る
と
、
自
覚
し
た
、
架
空
の
認
識
は
、
有
益
で
あ
る
こ
と
も
、
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
睡
眠
中
の
夢
や
、
覚
醒
中
の
芸
術
内
容
な
ど
に
て
、
あ
り
ま
す
。

生
産
を
調
和
さ
せ
あ
ふ

既
成
の
国
家
や
政
治
の
止
揚
は
、
次
に
、
生
体
協
力
の
面
に
て
、
生
産
調
和
体
へ
、
で
す
。

人
民
が
、
商
品
な
ど
を
介
し
つ
つ
も
、
お
た
が
ひ
の
健
康
平
和
な
生
活
の
道
、
こ
れ
を
こ
そ
、

生
産
し
あ
ふ
。
こ
れ
を
、
労
働
と
生
産
の
目
的
と
す
る
。
〈
聖
愛
〉
、
す
な
は
ち
、
健
康
平
和
な
、

生
活
協
力
を
、
追
求
し
あ
ひ
ま
す
。
苦
痛
の
対
価
と
し
て
の
報
酬
が
、
労
働
の
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

貨
幣
や
言
語
の
形
式
、
そ
れ
に
と
ら
は
れ
、
そ
の
内
容
、
す
な
は
ち
、
価
値
や
意
味
と
い
ふ
社

会
関
係
、
こ
れ
を
、
正
し
く
理
解
し
な
い
。
つ
ま
り
、
地
球
人
が
お
た
が
ひ
の
、
労
働
と
認
識
、

こ
れ
を
、
正
し
く
理
解
し
あ
つ
て
ゐ
な
い
。
さ
う
い
ふ
現
状
を
、
反
省
し
ま
す
。
価
値
と
は
何
か
。

こ
れ
を
、
ひ
ろ
く
深
く
理
解
し
た
貨
幣
へ
。
意
味
と
は
何
か
。
こ
れ
を
、
ひ
ろ
く
深
く
理
解
し
た

言
語
へ
。
さ
う
、
変
革
し
ま
す
。

地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
公
会

(

前
身)

指
導
部
と
、
公
的
協
会
運
営
部
の
も
と
、
私
的
協
会

を
、
自
由
に
、
設
け
ま
す
。

生
活
は
、
労
働
と
休
養
の
、
く
り
か
へ
し
で
す
。

生
活
の
、
休
養
面
と
、
労
働
面
か
ら
、
家
庭
、
同
好
会
、
職
場
を
、
あ
ら
た
め
て
、
私
的
協
会
、

と
い
た
し
ま
せ
う
。

家
庭
を
、
恋
愛
と
出
産
と
保
育
と
教
育
と
い
ふ
、
特
殊
な
労
働
、
そ
れ
と
、
生
活
の
休
養
面
、

こ
れ
ら
の
た
め
の
、
協
会
と
す
る
。

同
好
会
と
い
ふ
、
休
養
協
会
を
、
考
へ
る
。
職
場
は
、
生
産
性
の
た
め
、
分
業
労
働
、
分
業
認

識
が
、
避
け
ら
れ
な
い
。
生
体
と
認
識
に
、
偏
り
が
生
じ
、
生
理
を
混
乱
さ
せ
る
。
職
場
の
分
業

労
働
、
こ
れ
を
修
正
す
る
、
保
健
的
な
労
働
、
ま
た
、
職
場
の
分
業
認
識
、
こ
れ
を
修
正
す
る
、

保
健
的
な
認
識
、
こ
れ
ら
の
た
め
の
、
休
養
協
会
を
、
同
好
会
と
し
て
、
考
へ
る
。

職
場
を
、
生
活
の
労
働
面
の
た
め
の
、
協
会
と
す
る
。
地
球
人
お
た
が
ひ
の
、
健
康
平
和
な
生

活
の
道
、
こ
れ
を
こ
そ
、
目
的
と
す
る
、
生
産
調
和
体
。
そ
れ
へ
向
け
、
自
由
に
創
造
し
て
ゆ
く
。

家
庭
、
同
好
会
、
職
場
の
、
毎
日
。
地
球
の
諸
域
の
、
毎
日
。
健
康
平
和
な
生
活
の
道
を
、
求

め
あ
ひ
、
健
康
平
和
な
需
要
、
そ
し
て
、
健
康
平
和
な
商
ひ
を
、
発
見
し
つ
づ
け
る
。
生
産
は
、
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そ
れ
が
、
身
近
で
も
、
商
品
な
ど
は
さ
む
、
地
球
連
鎖
で
も
、
〈
聖
愛
〉(

健
康
平
和
な
、
生
活
協

力)
、
こ
れ
を
こ
そ
、
め
ざ
す
。

こ
の
五
百
年
間
の
、
資
本
制
生
産
に
よ
り
、
資
産
階
級
格
差
が
、
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、〈
信

用
寄
付
〉
に
よ
り
、
解
決
し
ま
す
。
〈
信
用
寄
付
〉
と
は
、
地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
次
の
み
に
、

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
、
保
証
さ
れ
て
ゐ
る
、
寄
付
で
す
。
健
康
長
寿
を
生
産
し
あ
ふ
、
流
通
。
野

性
の
復
興
。
諸
民
族
の
調
和
。

資
本
制
生
産
か
ら
、
資
産
循
環
へ
。
〈
信
用
寄
付
〉
に
よ
る
、
〈
寄
付
込
資
本
〉
へ
。
地
球
公
会

͜
Έ

へ
の
道
に
て
、

な
ど
を
、
発
達
さ
せ
ま
す
。

N
P
O

今
は
、
希
少
者
の
、
資
産
増
殖
と
い
ふ
目
的
に
合
せ
、
成
立
し
て
ゐ
る
、
地
球
の
供
給
体
制
。〈
聖

愛
〉(

健
康
平
和
な
、
生
活
協
力)
の
た
め
、
有
効
な
供
給
を
、
開
発
、
拡
大
さ
せ
、
無
効
な
供
給

を
、
縮
小
さ
せ
る
。
〈
信
用
寄
付
〉
も
加
へ
、
や
が
て
は
、
全
員
の
、
資
産
循
環
と
い
ふ
目
的
へ
、

供
給
体
制
を
、
再
編
し
て
ゆ
き
あ
ひ
ま
す
。

自
由
の
本
質
は
、
〈
世
界
対
応
の
自
由
〉
で
す
。
人
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
〈
眞
智
〉(

健
康
平
和

な
、
現
実
の
認
識)

の
、〈
学
問
と
技
能
と
規
律
と
体
力
〉
、
こ
れ
を
、
自
分
に
増
す
。
さ
う
し
て
、

〈
世
界
対
応
の
自
由
〉
、
こ
れ
を
、
拡
張
し
て
い
き
ま
す
。

道
徳
共
同

既
成
の
国
家
や
政
治
の
止
揚
は
、
次
に
、
情
感
安
定
の
面
に
て
、
道
徳
共
同
体
へ
、
で
す
。

地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
個
人
が
、
集
団
に
、
埋
没
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
身
の
体
内
へ
の

注
意
が
、
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
、
こ
こ
ろ
と
社
会
の
平
和
の
、
基
礎
で
す
。

毎
日
の
、
四
六
時
中
瞬
間
瞬
間
、〈
聖
な
る
感
謝
〉
に
て
、
生
き
る
。

世
界
に
生
か
さ
れ
て
、
生
き
る
。

〈
聖
な
る
感
謝
〉
と
い
ふ
土
台
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
〈
眞
智
〉(

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識)

に

て
〈
聖
愛
〉(

健
康
平
和
な
、
生
活
協
力)

が
、
可
能
で
す
。

毎
日
の
、
四
六
時
中
瞬
間
瞬
間
に
て
、
世
界
は
、
あ
り
が
た
い
か
、
あ
り
が
た
く
な
い
か
、
で

は
な
い
。
あ
へ
て
す
べ
て
を
、
あ
り
が
た
く
受
け
取
る
。
武
道
の
受
け
技
の
や
う
、〈
聖
な
る
感
謝
〉

Θ
͟

は
、
こ
こ
ろ
の
受
け
技
で
す
。

日
本
は
百
五
十
年
前
、
西
欧
に
追
ひ
つ
け
追
ひ
超
せ
と
、
文
明
開
化
を
、
も
と
め
た
。
そ
の
西

欧
の
今
、
規
範
・
学
問
・
祈
り
・
芸
術
・
養
生
と
し
て
は
、
善
・
眞
・
信
・
美
・
健
と
し
て
は
、

む
し
ろ
〈
文
明
退
化
〉
し
て
ゐ
ま
せ
ん
か
。

一
万
年
以
上
の
〈
平
和
な
縄
文
智
の
記
憶
〉
も
あ
る
、
わ
れ
ら
日
本
民
衆
、
ヤ
マ
ト
平
民
の
、

出
番
で
な
い
で
す
か
。
と
く
に
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
、
本
能
と
し
て
賢
い
、
女
性
に
お
い
て
。

こ
の
五
百
年
の
、
西
欧
民
族
主
導
の
近
代
か
ら
、
今
度
は
、
日
本
民
族
主
導
の
超
近
代
へ
。

迷
へ
る
ダ
ヴ
ォ
ス
会
議
で
は
な
く
、
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
こ
そ
を
、
興
し
ま
す
。
純
情
な
日
本
民

族
の
、
新
時
代
の
誇
り
で
す
。

全
人
民
に
あ
る
、
健
康
平
和
欲
求
。
そ
れ
を
、
理
性
的
に
、
解
放
さ
せ
あ
つ
て
ゆ
き
ま
す
。
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人
間
の
生
活
に
て
、
苦
し
み
や
悩
み
は
、
必
然
な
の
で
す
。

必
然
の
、
苦
し
み
や
悩
み
か
ら
、
逃
げ
さ
せ
る
教
へ
も
、
多
い
が
、
そ
れ
で
は
、
人
間
の
進
化

が
、
完
成
せ
ぬ
。
必
然
の
、
苦
し
み
や
悩
み
こ
そ
、
導
き
の
糸
。
〈
聖
な
る
感
謝
〉
し
つ
つ
、
体
内

の
〈
快
〉
を
、
求
む
。〈
無
〉
＝
不
快
が
無
い
を
、
求
む
。〈
聖
な
る
感
謝
〉
を
土
台
と
し
〈
眞
智
〉

Ή

に
て
〈
聖
愛
〉
す
る
。
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
へ
の
想
ひ
を
、
理
解
で
き
、
参
画
で
き
る
方
は
、
す
で

に
、
救
は
れ
て
ゐ
る
。

生
活
を
、
六
面
か
ら
、
考
へ
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
身
の
体
内
に
、
注
意
し
あ
ひ
つ
つ
、

六
面
か
ら
、
考
へ
る
。
姿
勢
動
作
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
呼
吸
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
食
事

と
排
泄
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
人
間
関
係
、
と
く
に
異
性
関
係
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
精
神

は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
生
活
環
境
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
体
内
の
〈
快
〉
を
、
求
む
。
〈
無
〉

＝
不
快
が
無
い
を
、
求
む
。
か
う
求
め
つ
づ
け
る
人
が
、
ま
だ
ま
だ
少
い
、
今
は
、
世
間
の
言
説

に
、
で
た
ら
め
も
多
い
。
世
間
の
言
説
を
、
信
ぜ
ず
、
疑
は
ず
、
自
身
に
て
、
是
非
を
確
認
す
る
。

冥
想
生
活
。
求
道
実
行
。

͙

ͩ

͏

苦
し
み
や
悩
み
こ
そ
を
、
導
き
の
糸
と
し
、
生
活
を
、
六
面
か
ら
、
修
正
し
つ
づ
け
る
。
そ
の

時
な
り
に
、
愉
し
み
や
悟
り
に
も
、
接
近
す
る
。
個
人
の
生
活
修
正
か
ら
、
自
然
に
、
社
会
改
善

に
向
ふ
こ
と
も
、
あ
る
。
苦
し
み
や
悩
み
と
、
愉
し
み
や
悟
り
を
、
く
り
か
へ
す
の
が
、
自
然
な

人
生
…
。

冥
想
生
活
か
ら
こ
そ
、
〈
諸
個
人
の
自
立
と
協
同
〉
は
、
あ
る
。
自
身
の
体
内
に
よ
く
注
意
す
る

か
ら
こ
そ
、
他
者
の
体
内
に
つ
い
て
も
、
予
感
で
き
る
。
や
が
て
は
、
や
が
て
は
、
〈
諸
民
族
の
自

立
と
協
同
〉
へ
も
、
旅
立
て
る
。

常
に
変
化
し
て
ゐ
る
、
世
界

(

体
内
と
体
外
と
認
識
じ
た
い)

に
、
〈
聖
な
る
感
謝
〉
し
、
調
和

し
て
安
定
す
る
こ
と
を
、
く
り
か
へ
し
ま
す
。

生
活
修
正
こ
そ
が
、
保
健
、
求
道
、
修
業
こ
そ
が
、
す
な
は
ち
、
個
性
別
の
、
道
徳
で
す
。
地

球
公
会
へ
の
道
は
、
情
感
安
定
の
面
に
て
、
道
徳
共
同
体
へ
、
で
す
。
た
だ
し
、
道
徳
と
い
ふ
生

活
規
範
は
、
個
々
人
に
、
属
し
ま
す
。
道
徳
協
会
の
運
営
に
て
、
可
能
な
の
は
、
道
徳
そ
の
も
の

で
あ
り
ま
せ
ん
。
道
徳
案
、
道
徳
の
提
案
の
み
で
す
。
道
徳
は
、
他
か
ら
、
お
し
つ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

民
衆
通
信

既
成
の
国
家
や
政
治
の
止
揚
は
、
次
に
、
情
念
融
和
の
面
に
て
、
民
衆
通
信
へ
、
で
す
。

〈
眞
智
〉
の
、
民
族
学
な
い
し
民
族
地
理
学
も
、
必
須
で
す
。

と
く
に
、
日
本
民
族
の
伝
統
を
、
反
省
し
、
諸
民
族
の
調
和
へ
、
仲
介
の
あ
り
方
を
、
創
造
す

る
。日

本
民
族
の
特
質
た
る
、
茶
道
・
華
道
・
書
道
・
芸
道
・
も
の
づ
く
り
道
・
武
道
な
ど
は
、
縄

文
・
弥
生
時
代
に
原
点
が
あ
り
ま
す
。

民
族
地
理
学
の
川
喜
田
二
郎
師
は
、

法

(

川
喜
田

二
郎
法)

な
る
、
研
究
事
務
の
技
法

K
J

K

J
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を
、
創
始
し
ま
し
た
。
現
場
の
渾
沌
の
ま
ま
に
、
取
材
を
進
め
、
そ
の
ば
ら
ば
ら
な
情
報
を
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
情
念
の
ま
ま
に
、
無
理
な
く
無
駄
な
く
、
融
和
さ
せ
て
ゆ
き
、
自
身
の
思
ひ
込
み

か
ら
解
脱
し
つ
つ
、〈
眞
智
〉
の
秩
序
を
発
想
す
る
。
伝
統
か
ら
創
造
へ
の
、
技
法
で
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
創
造
の
た
め
の
、
熟
議
と
、
そ
れ
を
促
進
す
る
、
新
た
な

(

情
報
通
信
技
術)

I
C
T

が
、
ほ
し
い
で
す
。
地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
今
ま
で
の

な
ど
と
は
ま
た
別
の
、

S
N
S

I
C
T

開
発
こ
そ
が
、
必
要
で
す
。
非
難
し
あ
ふ
の
で
な
く
、
〈
調
和
追
求
協
同
思
索
法
〉
の
開
発
で
す
。

(

こ
れ
は
ま
た
、
話
題
の

や

や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
と
も
、
別
の
道
で
す
。)
I
o
T

A
I

さ
ら
に
、

の
新
し
い
分
野
で
あ
る
、
ウ
ェ
ブ
・
ス
リ
ー
を
、
ひ
と
り
の
本
質
的
な
エ
ン

I
C
T

ジ
ニ
ア

(

中
島

聡

氏)

が
、
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
ど
う
も
、
地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
ま
さ
に

͞
ͱ
͠

民
間
か
ら
の
、〈
ま
う
ひ
と
つ
の
公
共
〉
に
こ
そ
、
活
用
し
や
す
い
や
う
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
い
ふ
技
術
を
土
台
と
す
る
、
ウ
ェ
ブ
・
ス
リ
ー
は
、
次
の
特
徴
が
あ
る

と
、
中
島
氏
が
、
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。

だ
れ
に
で
も
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
透
明
性
。

管
理
者
が
ゐ
な
く
て
も
動
き
続
け
る
、
永
続
性
。

「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
」
の
自
動
処
理
に
よ
る
、
厳
密
性
。

地
球
公
会
へ
の
道
は
、
情
念
融
和
の
面
に
て
、
民
衆
通
信
へ
、
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
注
目
す
べ

き
点
に
つ
い
て
、
記
し
ま
し
た
。

望
み

既
成
の
国
家
や
政
治
、
そ
れ
ら
を
、
し
だ
い
し
だ
い
に
、

学
問
発
達
体
へ

(

思
考
統
合
の
面
に
て)

生
産
調
和
体
へ

(

生
体
協
力
の
面
に
て)

道
徳
共
同
体
へ

(

情
感
安
定
の
面
に
て)

民
衆
通
信
へ

(

情
念
融
和
の
面
に
て)

止
揚
し
て
ま
ゐ
り
ま
す
。

人
民
の
、
思
考
と
生
体
と
情
感
と
情
念
。

そ
れ
が
、
認
識
表
現

(

学
問
協
会)

、
生
産

(

生
産
協
会)

、
規
範

(

道
徳
協
会
な
い
し
政
治
解
消

協
会)

に
て
、
協
同
し
ま
す
。

人
民
と
、
地
球
社
会
が
、
調
和
し
ま
す
。

数
千
年
来
の
、
人
間
の
望
み
が
、
実
現
し
て
ゆ
く
時
機
で
す
。
未
来
の
現
実
へ
の
信
仰
で
す
。

〈
眞
智
に
て
聖
愛
〉
の
、
規
範
と
学
問
と
祈
り
と
芸
術
と
養
生
。
つ
ま
り
、
善
と
眞
と
信
と
美

と
健
。
そ
の
中
心
網
た
る
、
本
格
の

と
都
市
団
を
、
地
球
に
、
創
つ
て
ま
ゐ
り
ま
す
。

I
C
T

地
球
公
会
へ
の
道
に
て
、
公
会

(

前
身)

指
導
部
や
、
公
的
協
会
運
営
部
は
、
公
僕
と
し
て
、

人
民
に
奉
仕
し
ま
す
。
た
だ
し
、
公
僕
が
、
あ
な
た
の
た
め
に
で
き
る
〈
こ
と
〉。
そ
れ
の
み
を
、

問
は
な
い
で
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
は
う
か
ら
、
地
球
公
会
へ
の
道
の
た
め
に
、
で
き
る
〈
こ
と
〉
。

そ
れ
こ
そ
も
、
問
う
て
く
だ
さ
い
。


